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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

 

〇総合評価コメント：

 

 秘匿統計処理、秘匿マッチングでその普及のボトルネックとなっていた高速演算・スケーラビリティ

および汎用化を目指し、暗号理論と応用分野の実装の 2グループがそれぞれの方面から研究を実施した。 

 効率的なレベル２準同型暗号の提案とその高速実装やユーザの無効化と追跡可能性を両立させて高

機能な暗号、計算負荷がそれほど必要でない計算機能制限可能疑似ランダム関数の開発など暗号理論の

研究として数々の成果を上げた。また分散データの保護に必要なノイズを抑えたマルチパーティ計算の

開発など暗号技術の応用にも取り組んだ。これらの成果はトップ会議にも採択され高く評価されている。

また、さまざまなマルチパーティ計算に使われる手法を統合して扱うことのできる「MAYBE フレームワ

ーク」を提案し、目標である秘匿化計算の汎用化に向けて確実な進展を達成した。 

要素技術の研究開発と並行して産業応用に耐えるソフトウェア整備を含めて当該技術の普及という

大きな目標に挑戦して欲しい。 

 

 

 

 

 

 

  

 

A+ 期待を超える十分な成果が得られている 


